
（ サウ ナ設備）  

第７ 条の２  サウ ナ室に設ける 放熱設備（ 以下「 サウ ナ設備」 と いう 。） には、 サウ ナ設備の温度

が異常に上昇し た場合に直ちにその熱源を 遮断する こ と ができ る 手動及び自動の装置を 設けな

ければなら ない。（ う ）  

２  前項に規定する も ののほか、 サウ ナ設備の位置、 構造及び管理の基準については、 第３ 条（ 第

１ 項第 1 0 号から 第 1 2 号ま でを 除く 。） の規定を 準用する 。（ う ）（ か）（ け）（ せ）  

 

【 解説】  

 本条は、 電気、 ガス 等を 熱源と し て、 高温低湿の空気を 作る 設備に係る 位置、 構造及び管理の基準

について規定し たも のである 。  

 サウ ナは、 蒸気で身体を 蒸す特殊浴場と 違っ て、 室全体が熱気室と なっ ている も ので、 サウ ナ室内

の使用温度は 9 0 度～1 2 0 度程度、 湿度５ ～1 5 パーセン ト 程度と なっ ている 。  

 

１  サウ ナ設備の建築物及び可燃性の物品から の離隔距離は、告示第１ 号によ っ て得ら れる 距離以上

と する 必要がある が、 一般的には、（ 公社） 日本サウ ナ・ ス パ協会が定めた「 サウ ナ設備設置基準」

によ る 距離と し ても 支障ない。 当該基準の離隔距離等に関する 基準は、 次のと おり である 。  

 ⑴ 電気サウ ナ設備について 

  ア 適用範囲は、 １ 台の最大消費電力が 3 0 キロ ワ ッ ト 以下のも のに適用する 。  

  イ  対流によ り 高温低湿の空気を つく る 対流式のも のにあっ ては、図７ の２ －１ 及び表７ の２ －

１ によ る こ と 。  

  ウ  図７ の２ －１ の斜線部分の天井、 壁及び床は、 天井面にあっ てはロ ッ ク ウ ールの吸音板、 壁

面にあっ ては抗火石、床面にあっ てはコ ン ク リ ート 又はこ れら と 同等以上の遮熱性を 有する 不

燃材料で仕上げる こ と 。  

    ま た、 断熱材にあっ ては、 有効に遮熱でき る 不燃材料と し 、 厚さ 2 5 ミ リ メ ート ル以上で密

度 2 4 キ ロ グラ ム 毎立法メ ート ル以上のロ ッ ク ウ ール、 グ ラ ス ウ ール等と する こ と 。  



図７ の２ －１  

 

 

 

表７ の２ －１  

離隔距離 定格消費電力 7 .5 kW 以下 7 .5 kW を 超え 1 5 kW 以下 1 5 kW を 超え 3 0 kW 以下 

ａ  2 5 ㎝以上 5 0 ㎝以上 1 0 0 ㎝以上 

ｂ  1 0 ㎝以上 2 0 ㎝以上 

ｃ  1 0 0 ㎝以上 

 

 

 

  エ 遠赤外線を 放射さ せ、高温低湿の空気を つく る 放射式のも のにあっ ては、図７ の２ －２ 及び

表７ の２ －２ によ る こ と 。 なお、 図７ の２ －２ の斜線部分の天井、 壁及び床についてはウ によ

る こ と 。  
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図７ の２ －２  

放射装置に面する 壁面の仕上げ 

（ 立面）  

放射装置の床面の仕上げ 

（ 平面： 立面）  
放射装置に面する 天井面の仕上げ 

（ 平面： 天井面）  

 

 

 

 

 

 

 

表７ の２ －２  

 ａ  ｂ  ｃ  ｄ  ｅ  ｆ  

不燃材料で仕上げな

ければなら ない範囲 
3 0 ㎝以上 1 0 ㎝以上 6 0 ㎝以上 1 0 0 ㎝以上 9 0 ㎝以上 2 0 ㎝以上 

 

 

⑵ ガス サウ ナ設備について 

ア 適用範囲は、 ガス 遠赤外線放射装置を 有する も ので、 １ 台の最大ガス 消費熱量 6 ,0 0 0 キロ

カロ リ ー毎時（ 7 キロ ワ ッ ト ） を 超え、 4 3 ,0 0 0 キロ カロ リ ー毎時（ 5 0 キロ ワ ッ ト ） 以下の

も のに適用する 。  

  イ  離隔距離等については、 図７ の２ －２ 及び表７ の２ －２ を 準用する 。  

 

２  第１ 項は、電気又はガス 等の熱源の供給を 、万一温度が異常に上昇し た場合に遮断する こ と がで

き る 装置について規定し たも ので、炎検出装置と 遮断弁を 合わせたも のや過熱防止装置等がこ れら

に該当する 。  

 

３  第２ 項は、 サウ ナ設備の位置、 構造及び管理の基準について、 第３ 条の規定（ 同条第１ 項第 1 0

号から 1 2 号ま では除く 。） を 準用する こ と を 規定し ている 。  

  ま た、 こ れら の規定によ る ほか、 位置、 構造等の基準の細部については、 ｢サウ ナ設備の設置に

関する 運用基準｣（ 昭和 5 9 年９ 月 2 8 日付指検第 1 9 号広島市消防局長通達）（ 別添資料４ ） によ

る こ と と し ている 。  
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